
「リエアで南アルプスを壊さないで」
六鹿村現地集会を終えて

前島 久美

リニアを考える登山者の会 (事務局・東京/以下登山者の会)は「リニアで南アルプスを

壊さないで」と訴える現地集会を8月 5日 に大鹿村で開いた。県内をはじめ、愛知県、静

岡県、兵庫県、東京、大阪などの都道府県から山岳愛好家ら55人が参加。リニア中央新

幹線の工事が自然や生活環境に及ぼす影響を懸念する意見や報告が相次いだ。

登山者の会の宗像充さんが「山を愛する者として山頂の景色を楽しむだけではなく、世

界的にも貴重な多様性のある自然環境、登山史が残る南アルプスがリニアによつて壊され

ようとしている事を知ってほしい。リニアで何を失うのか、南アルプスを残す為に何がで

きるか共に考えましょう。」と開催意義を明らかにした。

∈〕アルプスの登山史こその性力

集会の本編は南アルプスに造詣が深い前

村長の中川豊さんと冒険家の成瀬陽一さん

に対談形式でお話を伺つた。中川さんは明

治時代に日本アルプスの魅力を世界に知ら

せた英国人宣教師ウエス トンが 1892年
に南アルプスの赤石岳に登頂した歴史など

を解説。ウエス トンは良く知られているが

それ以外にも複数人の外国人登山者が明ら

かになった。ウエス トンより前には 187
8年 ウイリアムガウランド、1883年 エ

ドムント・ナウマンが登つていた。そして

ウエストンから24年後の 1916年 、中

川さんのお父様がポーターとして登頂の手

伝いをしたというHE・ ドーントが登つてい

る。興味をそそられるのは、日本の山岳信

仰との関係である。中川さんによれば明治

初期頃まで、地元の人の山の認識としては

神の領域であって今のようにレジャーで登

る事はなかつたという。では1878年 に

登つたウイリアムガウランドは何を参考に

して登頂したのだろうか。彼は日本の陸地

測量部が赤石岳を測量する 1年前に登頂し

ている。一方、日本人による赤石岳の開山

は1886年 堀本丈吉によってなされてい

る。その後明治後期に日本山岳会が設立、



大鹿村でも赤岳会 (せ きがくかい)と い う

団体ができ登山小屋や登山道の整備にあた

っている。いよいよ県をあげて山小屋や道

の整備に動き出そ うとしているのが 192

6年。当時の県知事、梅谷光貞は視察のた

め南アルプスを縦走している。

大鹿村から見上げる山並に憧れるのは私

たちだけではなくかつての人々もまた興味

を抱いてそれを目指した。山と村 と登山者

の交流の記憶は村の財産であるとい う事を

実感した。

冬のアイスクライミングを目的とし20

年ほど大鹿村に通つた成瀬陽一さんは南ア

ルプスの魅力について 「そのままの自然の

すぐそばに人間の生活ある『人間になじむ』

空間」と表現された。成瀬さんは各地の冒

険の傍 ら愛知県の黄楊野高校で理科 とグレ

ー トアースという自然体験事業を担当され

ている。昨年の冬に生徒ら9人 を連れて大

鹿村を訪れている。慣れ親 しんだ大鹿村が

リニアの工事現場になろうとしている今、

子供たちに何が失われるか知つて欲 しいと

い う思いがあつたからだ。その時の子供た

ちの様子を聞くと「鳥の観察にいつたんだ

けど山の上で雪投げ大会になつてしまった。

生徒達が何を考えたか分からない。すぐに

は反応は返つてこない。いろいろ経験 して

気付く事があるから」と憶測を言葉にしな

い意識のあり方に共感 した。「わからない」

といってしまう強さ。成瀬 さんの言葉は何

事も経験ありきで表現するから面白くて説

得力がある。

0民 有志の報告

対談後、「リニア非協力のススメ」と題 し

て地元大鹿村の有志の取 り組みについての

報告があつた。長野県側の本体工事現場と

なる集落、釜沢から谷口文子さん、工事車

両が通る R152沿 いで福祉団体を運営す

る山根沙姫 さん、大鹿村から隣村の豊丘村

に向け掘 られる伊那山地工区の近くに住む

畜産家の土屋道子さんらが登壇 し自作のリ

ニア反対のステッカーや Tシャツを参加者

に示 しながら活動や思いを伝え、販売も行

なった。

● 落の辻で「リニア反文力 を叫ぶ

第 2部では国道 152沿 いに 「リニア絶

対反対」の立看板の設置を行なつた。

作業中、リニア関係の大型車両が数台通つ

ていった。この場所は上蔵、釜沢へ向かう

工事車両が必ず通る道なので反対アピール

をするのに効果的な場所である。 しかしこ

の日は部品が足 りず設置ならなかつた。 と

.り あえず参加者皆でリニア反対を叫び、記

念撮影をして終了。後 日、看板の裏手に住

む今井償 (あつる)さ んのご尽力あつて8

月 13日 に看板を無事に設置する事ができ

た。

OmR硼〒こ耳朝鮮
集会翌 日は好天の沢登 り日和。この日は

リニアエ事で 86%(渇 水期)水量が減少

すると予測されている小河内沢をみんなで

体感 しようとい うもの。釜沢の三正坊橋に

集合 した登山者は 23人。待ち合わせたこ

の橋は県の検査で 4ト ン以上の通行が規制
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されダンプが通れなくなり、」R東海がつま

ずいたという話題の現場。

三正坊橋のすぐ上流の大きな堤防をまい

ていくとすぐに除山の非常坑日の掘削現場

を右手に見る事ができる。その上流左手に

は本工に向かつて掘られる釜沢 トンネルの

工事現場予定地。川の脇の斜面を登つて皆

で見学。測量がされた跡なのかピンクのテ

ープや杭が日立つ。ここは洪水の跡にでき

た台地で「洪水段丘」と専門家はいう。工

事中、大水が出た時に備えて工員のための

避難路が必要不可欠との指摘がある。

村内どこを向いても必ず崩壊地は目につ

くが、この沢も例外無く崩壊地は至る所に

ある。またおそらく36災害 (昭和 36年
の梅雨前線豪雨での災害)以降の建設であ

ろう大きな堤防が何個も川の上流に築かれ

ている。堤防を 2、 3つ越えていく。所々

石灰岩が差し込んで招曲している奇麗な川

底があったり、洪水で流されてきた巨石が

点在していたりと土地や川の来歴をもつと

詳しく知りたくなるような特徴的な風景が

視界に飛び込んでくる。適度に変化のある

良い川だ。今回の行程のちょうど半分の所

「御所平」までくると時間の都合で引き返

す人もいて、残つたメンバー 17人で更に

上流へ。途中、滝をロープを出して登つた

り、落ちていたオニグルミを割つて食べた

り、成瀬さんが沢登りのポイントア ドヴァ

イスを差し込んでくれたりと盛りだくさん

の湖行。最後はこの沢のお決まり、石灰岩

のウオータースライダーとフリークライミ

ングを楽しんで下山。

この豊かな沢が今後どうなつていくのか、

多くの人たちとその原型をシェアできたの

は有意義だつた。そして影響が出る前に工

事をストップしてもらいたい。

C訂会 を終 えて

この集会に先立ち8月 2日 に飯田市の駅

前で情宣活動とチラシ配りをした。

その時にチラシを受け取つて下さつた女性

が当日参加してくれたり、登山から帰宅す

る途中に電車の中でその記事をみて引き返

して参加してくれる人がいたり、山頂でネ

ット情報をみて大鹿村へ下山、滞在を 1日

延ばして参カロしてくださる人がいたりと、

参加のきっかけを聞くだけでもかなり盛り

上がった。山や釣りなどアウトドアをする

人にとつてリニア問題は「気になつている

けど、なかなか直接触れられない問題。」だ

から出かけたついでにちょつと顔を出して

みようという事になるらしい。一方で、な

かなかリニア自体が知られていないのも事

実。現場づくりはこれからも必要だなと感

じる。気になつている人に必要な情報がい

き、知らない人に知ってもらえるような現

場づくりを意識してみようと思う。
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